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第
四
十
三
回
日
彫
展
へ
の
期
待

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
、
暮
れ
に
は
政
界
に
も
大

き
な
変
革
が
あ
り
二
〇
一
三
年
は
明
け
ま
し
た
。

皆
様
に
は
第
四
十
三
回
日
彫
展
に
向
け
て
制
作
に
余

念
の
な
い
毎
日
か
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
日
彫
展
は
上
野
の
杜
回
帰
二
年
目
の
展

覧
会
と
な
り
ま
す
。
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
多
く

の
文
化
施
設
の
集
ま
る
上
野
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
思

い
出
の
深
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
東
京
都
美
術
館
は
ア
プ
ロ
ー
チ

も
整
え
ら
れ
、
鑑
賞
者
に
優
し
い
美
術
館
と
な
り
ま
し

た
。
所
を
得
た
四
十
二
回
展
で
は
作
品
の
傾
向
が
改
修

後
の
美
術
館
に
合
っ
て
い
た
の
か
各
々
の
作
品
が
生
き

生
き
と
し
て
全
体
が
活
発
に
見
え
る
、
と
の
高
評
も
あ

り
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
日
彫
会
に
は
創
立
以
来
、
六
十
六
年
と
い
う
長

き
に
わ
た
り
積
み
重
ね
醸
成
さ
れ
て
き
た
具
象
彫
刻
探

求
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
片
や
、
そ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
し
て
、
野
外
彫
刻
な
ど
の
抽
象
が
育
っ
た
事
実
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
徹
底
的
な
手
仕
事
の
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
修
業
が
そ
の
彫
刻
芸
術
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
す
。
そ
こ
で
伝
統
に
根
ざ
し
た
堅
実
な
具

象
表
現
と
相
俟
っ
て
野
外
彫
刻
ま
た
は
街
づ
く
り
の
た

め
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
少
な
く
な
っ
た
今
、
若

者
の
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
露
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
日
彫
会
で
あ

り
た
い
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
際
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
各
々
の

環
境
を
問
わ
ず
、
手
が
考
え
る
文
字
通
り
「
制
作
」
を

通
し
た
素
材
と
の
対
話
や
そ
こ
で
の
発
見
開
発
、
そ
の

自
然
さ
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
作
品
、
そ
こ
に
あ
る
孤
独

の
中
で
の
き
ら
め
く
創
造
の
喜
び
や
作
家
魂
の
謳
歌
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
三
年
目
と
な
る
今
年
は
、

彫
刻
研
究
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
、
彫
刻
文
化
振
興
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
鑑
賞
者
と
作
家
を
繋
ぐ
友
の
会
に
つ
き

ま
し
て
も
設
立
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
彫
刻
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

友
の
会
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
震
災
を
経
て
対
照
的
に
自
然
の
怖
さ
と
母
な
る
大

地
の
優
し
さ
を
痛
感
し
た
今
日
ほ
ど
、
自
然
と
の
共
創

に
よ
る
、
生
き
る
と
は
何
か
と
い
う
思
い
、
ま
た
そ
こ

で
の
人
間
存
在
を
問
わ
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
か
つ
て
の
よ
う
な
彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り
等
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昨
今
、
彫
刻
表
現
へ
の
漲
る
思
い

を
地
域
社
会
に
発
信
す
る
場
、
ま
た
鑑
賞
者
の
皆
様
と

も
ど
も
よ
り
高
い
芸
術
性
を
享
受
す
る
場
と
す
る
た
め

に
も
、
心
に
響
く
力
作
の
共
演
に
よ
る
第
四
十
三
回
日

彫
展
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

公
益
社
団
法
人
　
日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
市
村
緑
郎
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上
野
の
杜
に
て
、日
彫
展
は
本
年
第
43
回
を
迎
え
ま
す
。

東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
・
B
・
C
を
会
場
と

し
て
、平
成
25
年
4
月
19
日
（
金
）
か
ら
4
月
30
日
（
火
）

ま
で
、
生
命
感
豊
か
な
彫
刻
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆ 

展
覧
会
企
画
に
つ
い
て

日
彫
展
で
は
毎
回
出
品
作
家
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
、

彫
刻
芸
術
の
普
及
の
た
め
に
、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
様
々

な
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
43
回
展
に
お
い
て
は
、
前
回
展
に
引
き
続
き
、「
彫

刻
研
究
会
」、「
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
を
行
い
ま
す
。

±
 

彫
刻
研
究
会

「
彫
刻
研
究
会
」
で
は
、
受
賞
作
品
に
焦
点
を
当
て
、

受
賞
作
家
に
よ
る
作
品
解
説
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
審

査
員
に
よ
る
作
品
批
評
・
研
究
を
行
い
ま
す
。
毎
回
、

本
会
正
会
員
・
会
友
は
も
と
よ
り
、
一
般
鑑
賞
者
の
方
々

に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
作
家
の
た
め
の

研
究
会
と
い
う
枠
に
収
ま
る
こ
と
な
く
、
彫
刻
芸
術
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

慣
れ
親
し
ん
だ
上
野
の
地
に
前
回
展
よ
り
戻
り
、
東

京
都
美
術
館
に
て
意
見
を
交
わ
し
語
り
合
え
ば
、
日
彫

会
創
成
期
の
先
達
の
情
熱
に
も
触
れ
る
よ
う
で
感
慨
深

い
も
の
で
す
。
今
回
の
研
究
会
で
も
熱
の
籠
も
っ
た
活

発
な
論
議
が
起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

第
43
回
日
彫
展
「
彫
刻
研
究
会
」
の
開
催
日
時
は
、

平
成
25
年
4
月
20
日
（
土
）
13
時
〜
14
時
半
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
の
定
時

に
日
彫
会
会
場
入
り
口
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

±
 

触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
彫
展
の
企
画
と
し
て
恒
例
と
な
っ
て
き
ま
し
た
「
触

れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
会
の
展
覧
会

企
画
と
し
て
も
最
も
歴
史
あ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
も
彫
刻
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
作
家
が
案
内
す
る
形
で

作
品
に
直
接
手
を
触
れ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
鑑
賞
す
る
「
鑑
賞
教
室
」
と
、
成
人
の
方
を
対
象

と
し
た
「
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
「
鑑
賞
教
室
」
は
、都
立
久
我
山
青
光
学
園
、

都
立
葛
飾
盲
学
校
、
筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学

校
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。「
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」

は
事
前
に
本
会
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
れ
ば
い

つ
で
も
お
受
け
し
て
お
り
、随
時
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

作
家
と
鑑
賞
者
と
盲
導
犬
が
作
品
を
囲
み
、
語
ら
っ

て
い
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
風
景
は
展
覧
会
の
風
物
詩
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

±
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
は
会
期
中
毎
日
（
4
月
20
日

（
土
）
と
最
終
日
4
月
30
日
（
火
）
を
除
く
）
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
毎
回
多
数
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

彫
刻
を
鑑
賞
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
作
家
な
ら
で
は
の

視
点
に
よ
る
制
作
途
中
の
苦
労
話
な
ど
、
聞
き
入
っ
て

し
ま
う
ト
ー
ク
が
人
気
で
す
。
参
加
者
の
方
か
ら
の
思

わ
ぬ
質
問
も
あ
り
、
作
家
側
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
感
受

の
あ
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
43
回
日
彫
東
海
展

会　

場　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー　

愛
知
県
美
術
館　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
1
‐
13
‐
2
）

会　

期　

平
成
25
年
5
月
8
日
（
水
）
〜
5
月
12
日
（
日
）

第
43
回
日
彫
北
陸
展

会　

場　

石
川
県
立
美
術
館

　
　
　
　
（
石
川
県
金
沢
市
出
羽
町
2
‐
1
）

会　

期　

平
成
25
年
6
月
30
日（
日
）〜
7
月
4
日（
木
）

第
41
回
日
彫
展

開
催
記

第
43
回
日
彫
展

第43回日彫展図録　広告掲載募集
　現在、図録への広告掲載を広く募っておりま
す。会員の皆様のお近くに掲載希望の会社、各
種学校等がございましたら、事務所までご連絡
くださいますようお願いいたします。（係）

第
42
回
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
風
景
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名
　
称　
　

第
43
回
日
彫
展

主
　
催　
　

公
益
社
団
法
人　

日
本
彫
刻
会

会
　
場　
　

東
京
都
美
術
館　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　
　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
8
‐
36
）

会
　
期　
　

平
成
25
年
4
月
19
日（
金
）〜
4
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
半
〜
午
後
5
時
半（
入
場
5
時
ま
で
）

　
　
　
　
　

※
最
終
日　

午
前
9
時
半
〜
午
後
2
時

（
入
場
1
時
半
ま
で
）

入
場
料　
　

一
般　
7
0
0
円（
20
名
以
上
一
人
4
0
0
円
）

　
　
　
　
　

学
生
（
中
・
高
・
大
生
）　

4
0
0
円

（
20
名
以
上
一
人
3
0
0
円
）

　
　
　
　
　

小
学
生　

1
0
0
円

　
　
　
　
　

 

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、 

及
び
付
添
2
名
ま
で　

入
場
無
料

　
　
　
　
　

就
学
前
幼
児
・
70
歳
以
上　

入
場
無
料

搬
　
入　
　

東
京
都
美
術
館　

地
下
3
階　

日
彫
展
受
付

　
　
　
　
　

4
月
6
日（
土
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
　

4
月
7
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　
　
　
　

業
者
搬
入
は
4
月
6
日（
土
）と
す
る
。

点
　
数　
　

1
人
1
点

規
　
格　
　

高
さ　

2
3
0
㎝　

以
内

　
　
　
　
　

幅
・
奥
行
き　

各
1
5
0
㎝　

以
内

　
　
　
　
　

重
量　

1
，
0
0
0
㎏　

以
内

出
品
手
数
料　

一
般
応
募
者　

1
2
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
録
1
冊
贈
呈
）

鑑
査
・
審
査　

4
月
13
日（
土
）

入
選
発
表　

4
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
4
時
日
彫
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

審
査
員

審
査
員
長　

市
村 

緑
郎

　
　
　
　
　

神
戸 

峰
男　
　

石
原 

昌
一　
　

上
田 

久
利

　
　
　
　
　

小
比
賀 

強　
　

神
野 

忠
和　
　

工
藤 

潔

　
　
　
　
　

熊
谷 

喜
美
子　

嶋
畑 

貢　
　
　

岡
本 

昭

　
　
　
　
　

川
畑 

祐
徳　
　

河
村 

佳
則　
　

堀
内 

有
子

　
　
　
　
　

間
島 

博
徳　
　

山
田 

進

（
以
上
15
名
）

会
友
推
挙
選
考
委
員

　
　
　
　
　

石
原 

昌
一　
　

上
田 

久
利　
　

小
比
賀 

強

（
以
上
3
名
）

賞　
　

日
彫
賞　

3
名

　
　
　

優
秀
賞　

5
名

　
　
　

新
人
賞　

5
名

　
　
　

西
望
賞　

1
名

第
43
回
日
彫
展
西
望
賞
審
査
員

　
　
　
　
　
　
　

美
術
評
論
家　

加
藤
貞
雄
先
生

表
彰
式
及
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
　
時　

4
月
20
日（
土
）
17
時
〜

　

場
　
所　

東
天
紅
上
野
本
店

（
東
京
都
台
東
区
池
之
端
1
‐
4
‐
33
）

　

搬
　
出　

東
京
都
美
術
館　

地
下
3
階　

日
彫
展
受
付

　

陳
列
作
品　

4
月
30
日（
火
）午
後
2
時
半
〜
午
後
４
時
半

　
　
　
　
　
　

5
月
1
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

　

選
外
作
品　

4
月
17
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
2
時

日
　
時　

平
成
25
年
1
月
21
日（
月
）
午
後
3
時
〜

場
　
所　

日
本
藝
術
院
会
館　

講
堂

出
席
者　

87
名　

委
任
状　

1
2
2
名

　

正
会
員　

3
0
5
名　

　

定
款
17
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
成
立

　

そ
の
他
の
出
席
者　

小
笠
原
俊
雄　

税
理
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
職
員　

2
名

　

互
選
に
よ
り
、
市
村
緑
郎
理
事
長
が
議
長
と
な
っ
た
。

　

議
事
録
署
名
人　

宇
津
孝
志
氏
・
田
中
厚
好
氏
を
選
出

　

第
一
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　

第
二
号
議
案　

平
成
24
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・

　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

　
　

監
事
圓
鍔
元
規
氏
に
よ
り
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
三
号
議
案　

第
43
回
日
彫
展
開
催
に
関
す
る
件

　

第
四
号
議
案　

会
員
状
況
承
認
の
件

　
　

全
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

一
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画

二
、
平
成
25
年
度
予
算

三
、
新
運
営
委
員
お
よ
び
新
無
審
査
会
員

四
、
第
43
回
日
彫
展
審
査
員

五
、
第
43
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員

六
、
2
0
1
3
年
日
彫
会
選
抜
展（
三
越
展
）準
備
報
告

七
、
出
版
物
サ
イ
ズ
変
更

❀

内
規
に
よ
り
祝
賀

　
　

1
月
1
日
に
数
え
で
90
歳

　
　
　

正
会
員　

原 

直
矢　

先
生

　
　
　

記
念
品
（
時
計
）
と
賀
詞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

《
第
43
回
日
彫
展
開
催
要
項
》

　
慶
　
　
事

正
会
員
　

山
田 

朝
彦　

先
生

第
44
回
日
展
　
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　
平
成
24
年
10
月

第
84
回
通
常
総
会
報
告

議
事

報
告
事
項



－ 5 －

平
成
24
年
12
月
、
本
会
理
事
の
神
戸
峰
男
先
生
が
日

本
芸
術
院
会
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
慶
事
を
祝

し
て
、
1
月
21
日
（
月
）、
上
野
東
天
紅
に
お
い
て
本
会

主
催
の
も
と
祝
賀
会
が
華
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
本
会
会
員
を
始
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々

が
集
い
ま
し
た
。
賑
わ
い
の
中
、
午
後
5
時
の
開
会
と

な
り
、
盛
大
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
神
戸
先
生
が
御
入

場
さ
れ
ま
し
た
。

市
村
緑
郎
理
事
長
に
よ
る
式
辞
で
は
、
神
戸
先
生
の

こ
れ
ま
で
の
御
業
績
と
輝
か
し
い
御
経
歴
が
披
露
さ
れ
、

祝
意
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る
御
活
躍
を
祈
念
さ
れ

る
旨
の
御
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
記
念
品
と

し
て
、
神
戸
先
生
が
ご
希
望
さ
れ
た
と
い
う
も
み
の
木

の
記
念
樹
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
村
理
事
長
の
熱
の
こ
も
っ
た
挨
拶
の
後
、
神
戸
先

生
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
神
戸
先
生
は
、
こ
こ

ま
で
彫
刻
の
道
を
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、

18
歳
か
ら
彫
刻
の
御
指
導
を
頂
い
た
清
水
多
嘉
示
先
生

を
は
じ
め
多
く
の
諸
先
生
方
の
御
指
導
の
お
陰
で
あ
り
、

今
後
は
受
け
継
い
で
き
た
諸
先
生
方
の
彫
刻
観
を
正
確

に
後
進
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
斯
界
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
、
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
高
橋
和
歌
様
が
、
こ

の
日
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
楽
曲
を
演
奏
な
さ
れ
、
会

場
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
美
し
い
音
色
が
響
く
、
と
て
も

優
雅
な
清
興
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
神
戸
先
生
と
常
務
理
事
の
先
生
方
に
よ
る

鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
能
島
征
二
先
生
の
音
頭
の
も
と
高

ら
か
に
乾
杯
を
唱
和
し
、
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
祝
宴

で
は
歓
談
に
時
を
過
ご
し
な
が
ら
、
神
戸
先
生
を
囲
み

語
ら
い
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
祝
宴
の
中
、
本
会
顧

問
の
中
村
晋
也
先
生
か
ら
神
戸
先
生
に
花
束
が
贈
ら
れ
、

会
場
が
一
層
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
足
早
に
過
ぎ
、
名
残
惜
し
く
も
閉
会

を
迎
え
、
山
本
眞
輔
先
生
に
よ
る
力
強
い
万
歳
三
唱
が

行
わ
れ
、
祝
賀
の
会
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

神 

戸 

峰 

男 

先
生 

 

日
本
芸
術
院
会
員
就
任
祝
賀
会
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乾
漆
と
は
奈
良
・
天
平
時
代
に
大
流
行
し
た
独
特
の

仏
像
彫
刻
の
技
法
で
、
古
代
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
中
国
で
は
「
夾
紵
（
き
ょ
う
ち
ょ
）」
日
本
で

は
「
即
（
そ
く
）」
と
呼
ば
れ
、
4
世
紀
末
よ
り
夾
紵
像

の
造
像
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
7
世
紀
初
め

頃
に
伝
来
し
、
日
本
で
の
像
の
制
作
は
白
鳳
期
頃
か
ら

で
す
。
奈
良
大
安
寺
の
丈
六
釈
迦
が
記
録
上
の
初
見
で
、

6
8
0
年
頃
の
奈
良
当
麻
寺
（
た
い
ま
で
ら
）
の
「
四

天
王
立
像
」
が
最
も
古
い
遺
例
で
す
。

乾
漆
に
は
脱
活
乾
漆
と
木
心
乾
漆
が
あ
り
ま
す
。
脱
活

乾
漆
は
粘
土
を
原
型
と
し
、
そ
の
上
に
麻
布
を
漆
で
固

め
、
そ
の
後
土
を
取
り
の
ぞ
き
内
部
を
空
洞
と
し
、
表

面
を
木
屎
漆
（
こ
く
そ
う
る
し
）
で
盛
り
上
げ
細
部
を

仕
上
げ
る
手
法
で
す
。
そ
の
後
、
木
彫
を
芯
と
し
、
そ

の
上
に
木
屎
漆
で
仕
上
げ
る
木
心
乾
漆
が
流
行
し
ま
し

た
。脱

活
乾
漆
で
有
名
な
仏
像
は
、
東
大
寺
三
月
堂
の
「
不

空
羂
索
観
音
立
像
（
像
高
3
6
2
㎝
）」
で
、
日
本
最
大

で
す
。
又
同
じ
奈
良
県
興
福
寺
の
「
八
部
衆
」「
十
大
弟

子
像
」、唐
招
提
寺
の
「
鑑
真
和
上
坐
像
」、な
か
で
も
「
阿

修
羅
立
像
」
は
大
変
有
名
で
す
。
木
心
乾
漆
像
で
は
奈

良
県
聖
林
寺
の
「
十
一
面
観
音
像
」
が
有
名
で
す
。

こ
の
伝
統
の
技
法
を
現
代
に
継
承
し
、
新
し
い
技
法

を
取
り
入
れ
て
、
現
代
美
術
の
彫
刻
技
法
と
し
て
若
い

年
代
層
に
も
浸
透
し
新
し
い
彫
刻
芸
術
と
し
て
開
花
し

始
め
て
い
ま
す
。

人
に
よ
り
技
法
は
ち
が
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
粘

土
原
型
よ
り
石
膏
型
を
取
り
、
型
の
中
に
麻
布
を
錆
漆

（
砥
粉
を
水
で
と
き
生
漆
と
交
ぜ
た
物
）
で
張
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。

恵日山観音寺（津観音）　四方如来（五重塔内）　写真：大日如来（脱活乾漆像）

第27回日彫展　西望賞作品
《ダナエ（黄金の雨）》

亀谷政代司

②よく撹拌し錆漆を作ります ①砥の粉に漆を加えます

③石膏型の中に錆漆をつけて麻布を張り込みます
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石
膏
型
を
割
っ
た
後
、
錆
漆
・
木
屎
漆
（
木
の
粉
を

生
漆
と
交
ぜ
場
合
に
よ
っ
て
小
麦
粉
を
水
で
と
い
た
物

を
交
ぜ
粘
着
力
と
接
着
力
を
増
す
）
を
使
い
、
型
の
合

わ
せ
目
の
修
正
と
直
付
け
に
よ
り
造
形
を
し
て
い
き
ま

す
。過

程
こ
そ
ち
が
い
ま
す
が
で
き
上
が
っ
た
作
品
は
古

代
乾
漆
仏
と
同
じ
で
す
。
最
終
的
に
着
色
す
る
場
合
も

生
漆
に
顔
料
等
を
交
ぜ
擦
り
込
み
、
磨
き
を
か
け
る
事

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
軽
く
柔
軟
な
特
徴
を

活
か
し
た
様
々
な
個
性
的
作
品
が
生
ま
れ
て
来
る
事
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員　

亀
谷　

政
代
司
）

割り出した漆像。直付けによる造形
と型の合わせ目の修正

完成した脱活乾漆像

《
腰
か
け
る
女
》
　ブ
ロ
ン
ズ

ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア

（H
enry

　

M
o
o
re 1898

〜1986

）

　設
置
場
所 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2
丁
目
6
番
地
1
号

　
　
　
　
　丸
の
内
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア 

一
号
館
広
場

Ⅴ

昨
年
の
10
月
に
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
（
重
要
文
化
財
）

の
保
存
・
復
原
が
完
成
し
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
同
駅
舎
は
戦
災
に
よ
っ
て

失
わ
れ
た
屋
根
と
、
3
階
部
分
に
あ
た
る
煉
瓦
造
り
の

外
壁
を
、
創
建
当
初
（
大
正
3
年
）
の
姿
に
復
原
し
た

も
の
で
し
た
。
今
年
100
周
年
を
迎
え
る
東
京
駅
は
、現
在
、

人
が
集
う
駅
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

東
京
駅
丸
の
内
南
口
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
ま
す
と
、

丸
の
内
駅
舎
同
様
に
赤
煉
瓦
を
使
用
し
た
建
物
を
観
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
の
建
物
は
平
成
22
年
に
復

元
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
原
型
は
、
英
国
人
建
築

家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
る
設
計
の
元
、
明
治

27
年
に
丸
の
内
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

「
三
菱
一
号
館
」
で
し
た
。
同
館
は
昭
和
43
年
に
、
建
築

の
老
朽
化
の
た
め
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
菱
地
所
株

式
会
社
は
、
現
存
す
る
コ
ン
ド
ル
の
設
計
図
と
、
当
時

の
文
献
や
写
真
に
基
づ
き
復
元
、「
三
菱
一
号
館
美
術
館
」

と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。「
丸
の
内
パ
ー
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
」
に
入
る
商
業
施
設
「
丸
の
内
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
」

と
美
術
館
の
間
に
は
草
木
が
配
さ
れ
た
「
一
号
館
広
場
」

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
今
回
ご
紹
介
す
る

イ
ギ
リ
ス
の
彫
刻
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
の
《
腰
か
け

る
女
》
と
い
う
作
品
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
「
彫
刻
の
森
美
術
館
」
よ
り
借
り
受
け
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、同
美
術
館
の
解
説
に
よ
れ
ば
、ム
ー

ア
が
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
ビ
ル
前
に
設
置
す
る
彫
刻
を
依

頼
さ
れ
た
際
に
造
っ
た
マ
ケ
ッ
ト
の
一
つ
を
拡
張
し
た

も
の
と
さ
れ
ま
す
。
一
見
し
て
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
い
る

妊
婦
の
姿
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
が
、
腹
部
と
骨
盤

の
量
が
右
側
に
片
寄
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
す
。
こ
の

造
形
的
な
デ
フ
ォ
ル
メ
は
、
ム
ー
ア
の
妻
イ
リ
ナ
が
娘
を

妊
娠
し
て
い
た
際
に
、「
赤
ん
坊
が
一
方
に
片
寄
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
（「
彫
刻
の
森
美
術
館
」
作
品
解
説
を

参
照
）。

H.160×W.142×D.104cm　ブロンズ　1957
（公益財団法人　彫刻の森芸術文化財団　所蔵）
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石
彫
に
よ
る
表
現
を
好
ん
だ
ム
ー
ア

は
、
モ
デ
リ
ン
グ
（
塑
造
）
よ
り
も
ダ

イ
レ
ク
ト
・
カ
ー
ビ
ン
グ
（
直
彫
り
）

を
重
視
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
戦
後

は
こ
の
作
品
の
よ
う
に
マ
ケ
ッ
ト
を
元

に
、
石
膏
直
付
け
な
ど
を
駆
使
し
て
作

品
を
拡
大
し
、
ブ
ロ
ン
ズ
と
し
て
仕
上

げ
た
作
品
も
多
く
制
作
し
ま
し
た
。

現
代
に
復
元
さ
れ
た
「
三
菱
一
号
館

美
術
館
」
は
、
明
治
以
降
の
我
が
国
の

発
展
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
自
然
と

の
融
合
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
「
一

号
館
広
場
」
は
都
心
の
オ
ア
シ
ス
と
し

て
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
同
じ

く
近
代
日
本
を
象
徴
す
る
建
物
と
し
て

現
代
に
甦
っ
た
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
を

鑑
賞
し
た
後
に
、
少
し
足
を
延
ば
し
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
が
て
ら
、
彫

刻
を
眺
め
な
が
ら
憩
い
の
時
間
を
過
ご

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

〈散歩のご案内〉
～ 最寄駅 ～

・JR東京駅より徒歩5分
・東京メトロ丸ノ内線
　　東京駅地下道より直結
・東京メトロ千代田線
　　二重橋前駅より徒歩3分
・東京メトロ有楽町線
　　有楽町駅より徒歩5分

◆
編
集
に
際
し
ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生

方
、
並
び
に
公
益
財
団
法
人
彫
刻
の
森
芸
術
文
化
財
団
・

坂
本
浩
章
先
生
、
三
菱
一
号
館
美
術
館
様
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
今
回
号
よ
り
記
事
の
内
容
を
見
や
す
く
す
る
た
め
、

紙
面
の
サ
イ
ズ
を
、
従
来
の
B
5
か
ら
A
4
に
変
更
致

し
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
の
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
充
実
し
た
内
容
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
春
を
目
の
前
に
迎
え
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
第
43
回

日
彫
展
も
上
野
の
桜
に
彩
ら
れ
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員　

堀
内　

秀
雄　

長
谷
川
倫
子　

三
政　

洋
一

　
　
　
　
　

宮
坂　

慎
司　

一
鍬
田　

徹　

前
芝　

武
史

日
彫
会
報
№
70
　
平
成
25
年
2
月
28
日
発
行

　
　
　
　
訃
　
　
報

　

左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の 

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

正
会
員　

平
戸
美
和
子　

先
生　

平
成
二
十
四
年
十
月

正
会
員　

尾
形
喜
代
治　

先
生　
平
成
二
十
四
年
十
二
月

正
会
員　

玉
井
袈
裟
信　

先
生　
平
成
二
十
四
年
十
二
月

復
元
さ
れ
た
三
菱
一
号
館
美
術
館
と
広
場
の
彫
刻


